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平成３０年度むつ市一般会計・特別会計歳入歳出決算 

審査意見書の提出について  

 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された平成３０

年度むつ市一般会計・特別会計歳入歳出決算を審査した結果、次のとお

り意見書を提出します。  
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凡   例 
 

１． 文中及び各表中「前年度」は「平成２９年度」のことをいい、「翌年度」

は「令和元年度」のことをいう。 

２． 金額は、原則として円単位とし、円未満の端数は四捨五入した。 

 ３． 比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入した。 

 ４． 構成比率は、合計が 100.0 となるよう一部調整した。 

 ５． 各表中の符合の用法は、次のとおりである。 

  「 △ 」 ………… 負数 

  「 0.0」 ………… 該当数値があるが、表示単位未満のもの（零を含む。） 

  「 － 」 ………… 該当数値のないもの、算出不能のもの 
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平成３０年度むつ市一般会計・特別会計 

歳入歳出決算審査意見書 
 

 

１．審査の対象 

  平成３０年度 むつ市一般会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市下水道事業特別会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算 

  平成３０年度 むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算 

 

２．審査の期間 

  令和元年７月５日から令和元年８月８日まで 

 

３．審査の方法 

  審査に付された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、

実質収支に関する調書及び財産に関する調書について 

  （１）計数は、正確であるか。 

  （２）予算の執行は、法令に準拠し、適正かつ効率的であるか。 

  （３）財産の管理は、適正であるか。 

などを重点として、例月出納検査の結果を参考とし、関係職員の説明

を求めるなどにより実施した。 

 

４．審査の結果 

  審査に付された各会計歳入歳出決算書及び付属書類の計数は、関係証

拠書類と符合しており、正確であった。 

  予算の執行については、法令に準拠して適正かつ効率的に行われてお

り、また、財産の管理についても、関係諸帳簿を調査した結果、適正に

管理運用されており、計数も正確であると認めた。 
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５．決算の総括 

 

 平成３０年度の一般会計及び各特別会計の決算の合計額は、 

 

   歳 入    ５０，９５５，８０８，２７５ 円 

   歳 出    ４９，７５６，４１３，７０６ 円 

   差 引 額     １，１９９，３９４，５６９ 円 

 

の黒字を生じた決算となっている。 

 決算額の予算現額に対する執行率は、歳入は 93.1％、歳出は 90.9％となっており、決

算額を平成２９年度と比較すると歳入で 297,837,156 円（ 0.6％）の増加、歳出 で

364,330,609 円（0.7％）の減少となっている。 

 平成３０年度の決算は、一般会計では平成２９年度に引き続き黒字となり、特別会計で

は、国民健康保険特別会計が黒字となり、最大で約７億６，０００万円あった累積赤字が

解消された。 

一般会計及び各特別会計それぞれを合計すると、1,199,394,569 円の黒字となっている。 

 翌 年 度 繰 越 額 は 、 一 般 会 計 が ７ 事 業 （ 継 続 費 ２ 事 業 、 繰 越 明 許 費 ５ 事 業 ） で 計

3,994,167,600 円、特別会計では、下水道特別会計が１事業（繰越明許費）29,475,000

円となっている。 

一般会計及び各特別会計の決算額は、次表のとおりである。 

 

 

（単位：円、％）

歳 入 執 行率 歳 出 執 行率

39,749,473,000 36,120,895,106 90.9 35,232,958,233 88.6 887,936,873

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

6,372,616,000 6,409,828,892 100.6 6,150,412,150 96.5 259,416,742

後期高齢者医療
特 別 会 計

529,168,000 527,963,401 99.8 521,186,501 98.5 6,776,900

下 水 道 事 業
特 別 会 計

1,362,755,000 1,316,880,645 96.6 1,316,843,145 96.6 37,500

公 共 用 地 取 得
事 業 特 別 会 計

34,410,000 34,409,313 100.0 34,409,313 100.0 0

介 護 保 険
特 別 会 計

6,626,547,000 6,513,058,344 98.3 6,467,831,790 97.6 45,226,554

魚 市 場 事 業
特 別 会 計

33,452,000 32,772,574 98.0 32,772,574 98.0 0

計 14,958,948,000 14,834,913,169 99.2 14,523,455,473 97.1 311,457,696

54,708,421,000 50,955,808,275 93.1 49,756,413,706 90.9 1,199,394,569

51,948,454,600 50,657,971,119 97.5 50,120,744,315 96.5 537,226,804

2,759,966,400 297,837,156 △ 4.4 △ 364,330,609 △ 5.6 662,167,765

5.3 0.6 － △ 0.7 － 123.3

特

別

会

計

３０年度合計額

２９年度合計額

比　　　　　較

増　　減　　率

一 般 会 計

決　　　 算　 　　総 　　　括　 　　表

区 分 予 算 現 額
決 算 額 歳　入　歳　出

差　　引　　額
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６．審査意見 

 

平成３０年度むつ市一般会計決算 

平成３０年度予算は、むつ市総合経営計画に基づく最初の予算であり、市の

将来像「笑顔かがやく 希望のまち むつ」の実現に向け、７項目の主要取組

事項からなる全世代市民応援予算として編成されたものである。 

平成３０年度決算は、歳入 36,120,895,106 円、歳出 35,232,958,233 円、歳

入歳出差引額 887,936,873 円であり、継続費及び繰越明許費に係る翌年度へ繰

り越すべき財源 466,012,600 円を差し引いた実質収支額は 421,924,273 円の黒

字、単年度収支額においても 56,402,518 円の黒字となり、財政調整基金積立金

増 減 額 及 び 市 債 の 繰 上 償 還 金 を 加 味 し た 実 質 単 年 度 収 支 額 に お い て も

305,091,520 円の黒字となっている。 

平成３０年度は、歳入、歳出ともに平成２９年度と比較して増加しており、

その主な要因は、歳出では、むつ市総合アリーナ整備事業の工事着手、一部事

務組合下北医療センターの一時借入金利子縮減のための貸付金の増額、歳入で

は、歳出との関連において、国庫支出金、県支出金及び借換債の増額によるも

のである。 

平成３０年度の事業は、むつ市成長戦略２０１８において、７項目の主要取

組事項に２０のプロジェクトが振り分けられた。 

主要取組事項の１点目、「まちづくり」のための事業としては、むつ市総合ア

リーナ整備プロジェクトをはじめとして、おおみなと臨海公園 P-PFI プロジェ

クト、田名部まちなか公営住宅 PFI プロジェクトなど、コンパクトシティによ

るまちづくりに向けた施策が進められた。 

２点目の「子育て応援」のための事業としては、特定不妊治療費助成事業や、

民間保育施設整備費補助事業など、妊産婦支援や待機児童の解消のための施策

が実施された。 

３点目の「健康づくり」のための事業としては、カラダ健康年齢お知らせプ

ロジェクトなど、健康長寿の実現のための施策が実施された。 

４点目の「魅力の向上」のための事業としては、観光地として選ばれるまち

を目指し、アゲハ夜景観光推進プロジェクト、クルーズ客船誘致・歓迎プロジ

ェクトなどの施策が実施された。 

５点目の「安全・安心」のための事業としては、高齢者見守りネットワーク
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の拡充により、見守りを軸として全市民がつながるための施策が実施された。 

６点目の「ひとづくり」のための事業としては、教育によるひとづくりを目

指し、まさかり高校創設プロジェクトなどの施策が実施された。  

７点目の「しごとづくり」のための事業としては、むつで生まれてむつで働

くを実現するため、高卒者市内定着支援プロジェクトなど、産業・雇用の充実

を目指した施策が実施された。 

次に、希望のまちづくり推進枠の１０事業については、意欲的な事業が積極

的に推進され、これらの成果の結実には大いに期待するところであるが、１０

事業中の４事業において執行率が５割に満たない決算となったことから、事業

費の積算に当たって、より一層の精査を希望するものである。 

また、企図された事務事業のうち主要な事業にあっては、建設資材の不足な

どにより繰越しとなった事業があるものの、平成３０年度の年次目標について

概ね達成されている状況であった。 

 なお、財政調整基金の残高が減少傾向にあることから、着実な積立てを望む

ところである。 

財産の管理については、長期的な未収金の中に３０年以上前からの滞納分が

あったことから、債権管理の基準を定めるなど、事務処理の改善を望む。 

総じて、平成３０年度については、実質単年度収支においても黒字となり、

財政健全化をより一層推進し、持続可能な財政運営に努めた決算であると判断

されるが、財政健全化に向け、引き続き健全な財政運営の確保に精励されるこ

とを期待するものである。 

今後においては、評価替えや制度改正などによる市税の伸び悩み、合併特例

措置の段階的縮小による地方交付税の減少など減収が見込まれる。 

一方、高齢化に伴う、介護保険給付などの社会保障費の負担増、むつ総合病

院新病棟建設や新ごみ処理施設建設などの財政需要の増大、むつ総合病院に対

する債務負担行為の履行、大畑診療所の不良債務の解消等、市の財政運営に大

きな影響を及ぼす課題は多く、歳入の確保及び歳出の削減はもとより、効率的

かつ効果的な行財政運営に努め、持続可能な財政基盤を確立し、「笑顔かがや 

く 希望のまち むつ」の実現を目指し、更に邁進されることを望む。 
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平成３０年度むつ市国民健康保険特別会計決算 

 本会計は、歳入 6,409,828,892 円、歳出 6,150,412,150 円、歳入歳出差引額

259,416,742 円の黒字となった。単年度収支額では 300,151,497 円の黒字とな

っている。 

 歳入では、国民健康保険税の収入済額が 1,328,671,097 円で、平成２９年度

と比較して 83,427,317 円（5.9％）減少している。これは、国保加入世帯数が

8,836 世帯で、平成２９年度の 9,216 世帯から 380 世帯（4.1％）減少、被保険

者数が 13,688 人で、平成２９年度の 14,486 人から 798 人（5.5％）減少したこ

とによるものである。 

一方、歳出では、保険給付費が 39,558,820 円（ 0.9％）、繰上充用金が

137,798,383 円（77.2％）減少している。 

平成３０年度も、単年度収支は黒字となり、最大で約７億６，０００万円あ

った累積赤字は、平成３０年度をもって解消された。これは、歳入においては

制度改正に伴う国の財政支援の継続、歳出においては被保険者数の減少による

保険給付費の減少によるものである。 

平成３０年度は国民健康保険の県単位化により、予算体系は大きく変化した

が、今後においても、歳入確保のための収入率向上対策をはじめ、生活習慣病

の重症化予防などの保健事業の推進により、保険給付費の抑制を図り、健全な

運営に引き続き努めるよう望む。 

 

 

平成３０年度むつ市後期高齢者医療特別会計決算 

 本会計は、歳入 527,963,401 円、歳出 521,186,501 円、歳入歳出差引額

6,776,900 円の黒字となっているが、この剰余金は、翌年度に全額繰り越し、

青森県後期高齢者医療広域連合に納付するものである。 

歳入では、保険料の収入済額が 353,114,200 円で、平成２９年度と比較して

15,579,750 円（4.6％）の増加となった。また、収入率は 99.4％で、平成２９

年度と比較すると 0.2 ポイント増加している。 

歳出では、広域連合納付金の支出済額が 521,020,701 円で、平成２９年度と

比較して 17,405,332 円（3.5％）の増加となった。 

歳入歳出の増加は、被保険者数の増加によるもので、平成３０年度末では

8,942 人で、平成２９度末と比較して 141 人（1.6％）増加しており、今後も増
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加することが予想される。収入率向上、制度の適切な運営に努めるよう望む。 

 

 

平成３０年度むつ市下水道事業特別会計決算 

 本会計は、歳入 1,316,880,645 円、歳出 1,316,843,145 円、歳入歳出差引額

37,500 円の黒字となっている。この剰余金は、翌年度に全額を繰越事業に充て

るものとなっている。 

 平成３０年度の下水道事業は、むつ処理区 16.2ha の整備を行っており、平成

３０年度までの市全体の下水道整備率は 28.6％、下水道普及率は 18.6％である。 

また、処理区域の建物数のうち、下水道に接続した建物の割合を示す下水道

接続率は 43.9％で、平成２９年度と比較して 0.7 ポイント増加している。 

 事業収入については、分担金及び負担金の収入率は 58.5％で、平成２９年度

と比較して 6.5 ポイントの減少、使用料及び手数料の収入率は 97.7％で、平成

２９年度と比較して 0.2 ポイントの減少となっている。 

人口減少や高齢化の進行などといった社会経済的背景と相まって、下水道接

続率は依然として低調であり、収益の確保が困難になっている。 

 なお、下水道整備以前に合併浄化槽を設置済みの建物が多いこと、接続工事

に要する期間や費用が個々に異なることも接続率低調の要因となっていると思

われるが、戸別訪問による丁寧な制度説明により、平成３０年度までに７３件

が新規接続に至ったところである。 

 今後においても、経営の安定化を目指し、普及啓発活動を進め、下水道接続

率の向上による収益の確保により、適切な事業運営が図られるよう望む。 

 

 

平成３０年度むつ市公共用地取得事業特別会計決算 

本会計は、歳入、歳出とも 34,409,313 円で、歳入歳出同額の決算となってい

る。 

これは、田名部まちなか団地建設事業及び道の駅整備事業に係る公共用地先

行取得債の償還を行ったものである。 

今後においても、本事業が滞りなく進捗するよう望む。 
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平成３０年度むつ市介護保険特別会計決算 

 本会計は、歳入 6,513,058,344 円、歳出 6,467,831,790 円、歳入歳出差引額

45,226,554 円の黒字となっている。この剰余金は、翌年度に全額を財政調整基

金に積み立てることとしているが、そのうちの大部分は交付金精算のため、翌

年度中に国・県に返還することとなる。 

 歳入では、保険料の収入済額が 1,325,356,960 円で、平成２９年度と比較し

て 156,771,280 円（13.4％）増加し、収入率は 97.4％で平成２９年度と比較し

て 0.6 ポイント増加した。 

歳出では、介護サービス利用者の増加による居宅介護サービス費及び施設介

護サービス費などの増加により、267,446,229 円（4.3％）上昇している。 

平成３０年度末現在の当市の65歳以上の人口は18,553人で、総人口57,186人

の32.4％であり、平成２９年度と比較すると200人（2.0％）増加している。 

高齢化率の上昇及び要支援、要介護認定者数が増加傾向にあることから、今

後も保険給付費や地域支援事業費の増加が見込まれる。 

将来においても、地域の実情に即した介護サービスの提供が行われ、高齢者

が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、より適切な制度運営に努

めるよう望む。 

 

 

平成３０年度むつ市魚市場事業特別会計決算 

 本会計は、歳入、歳出とも 32,772,574 円で、歳入歳出同額の決算となってい

る。 

 新大畑町魚市場が、指定管理者制度を導入し、平成３０年４月１日から供用

を開始している。 

 今後においては、旧魚市場の解体について、計画的かつ効率的に対応すると

ともに、新魚市場においても、安全で経済的な管理運営が継続されるよう望む。 
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